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（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）

◇政策の指標

◇平成27年度の政策評価（政策の概要）

◇平成27年度の政策評価（政策の進捗・課題）

①魅力ある展示会・学習会・講座・体験館などを開催し、博物館で学ぶ機会を拡充します。
②歴史資料を適切に保管するために、収蔵資料台帳を整備し、デジタル化するとともに、調査研究に基づいた資
料の公開活用を進めます。
③市民の博物館活動への参加と、地域、学校、大学等との連携事業を推進します。
④市民や学校の要望に応える新たな博物館構想の策定に着手するとともに、分館の事業の充実を図ります。

＜進捗＞ 計画通り
博物館の正面玄関前大規模改修工事や蜆塚公園の園路の改修、高木の剪定を実施し、来館者が安
全に博物館や史跡が見学できるよう学習環境の整備を進めました。
徳川家康公顕彰四百年記念事業として特別展「徳川家康　天下取りへの道」を開催し郷土の歴史資
産の公開に努めました。また、「浜松オートバイ列伝Ⅱライラックの軌跡」を開催し、ものづくりの街浜
松のＰＲに努めました。
監査で指摘された収蔵資料のデジタル化をスピード感を持ち、また、質の向上を目指します。

目標
実績

分館における展覧会開催数
回 15

目標 10 10

実績 14

実績 62,969
博物館の年間観覧者数

人 71,000
目標

237,201

政策指標 単位
H36
目標値

年度

71,000 71,000

人件費（A） 83,200 86,000

H27 H28

報酬（B） 144 144
年間経費(予算又は決算+A+B) 207,945

感動のある生活、歴史・文化・スポーツによる豊かさの創造

①魅力ある展示会・学習会・講座・体験館などを開催し、博物館で学ぶ機会を拡充します。
②歴史資料を適切に保管するために、収蔵資料台帳を整備し、デジタル化するとともに、調査研究に基づいた資
料の公開活用を進めます。
③市民の博物館活動への参加と、地域、学校、大学等との連携事業を推進します。
④市民や学校の要望に応える新たな博物館構想の策定に着手するとともに、分館の事業の充実を図ります。

H27 H28

決算 124,601
予算 124,845 151,057

30年後の姿 創造都市を実現し、音楽の都として世界から注目されている。

10年後の目標 音楽などの芸術をきっかけとして新たな文化や産業が創出されている。

多様な歴史・文化による豊かさやスポーツによる喜びを市民が実感している。

◆基本政策

平成28年度
（管理番号） （担当課）

「分野」 文化・生涯学習

政策シート （政策名） 地域の文化遺産の保全・活用

（予算費目名） 博物館費

（責任者） （作成日）
00632000 文化財課 太田　好治 平成 28 7 1



06 01 05 01 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800 

計 237,201 151,057 9.0 1.0 1.0 6.0 144
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0.3 2.5

21,555 4,855 1.45
博物館資料調査収集活用事
業

0.5 2.0

4 学習会開催等連携事業  29,965 5,385 2.4

0.5

32,710 13,290 2.7

32,788 0.8

3 博物館展示会開催事業 ○  ○  0.2

0.4

1.7 0.6 144

2 遺跡公園運営事業  41,228

1.01 博物館運営事業 ○  ○  111,743 94,739

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

事業費
（千円）

人工

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h)

非常勤

7 1

完
了

コスト
（千円）

文化財課 太田　好治

報酬
（千円）

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者）

平成 28
（作成日）

00632000
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◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

年度 H27 H28 H30

目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31 H36

重点戦略項目No

実績値

年度 H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

目標値

H31 H36

年度 H27 H28

総合戦略施策体系

H31 H36

目標値

H30

重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

実績値 90

H27 H28 H30 H31

目標値 90 90

施設管理状態に対する満足度　（％） -

9090

再任用(h31) 0.6 0.6

90

年度 H36

非常勤 1.5 1.0

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 1.7

再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円) 144 144
人件費　(千円) 18,260 16,860

1.7

9,948
一般財源 70,559 84,791

75,908
国・県支出
市債
その他 5,349

一般会計繰入金

75,908 94,739
決算

○

H27 H28

浜松市博物館条例 ○S54 ― 一般会計 自治事務（その他）

事業費(千円)
予算

博物館は、浜松地域の歴史と文化を紹介する博物館施設を管理し、浜松市民の学習を支援する機能を維持しま
す。これにより、新しい時代に向けた浜松市民の文化創造に寄与します。

以下の博物館と分館の建物、設備等の維持管理を行います。
・博物館維持管理事業
・市民ミュージアム浜北維持管理事業
・舞阪郷土資料館維持管理事業
・姫街道と銅鐸の歴史民俗資料館維持管理事業
・春野歴史民俗資料館維持管理事業
・水窪民俗資料館維持管理事業
・博物館関連施設維持管理事業（さくま郷土遺産保存館、水窪カモシカと森の体験館、龍山郷土文化保存伝習施
設）
・博物館施設整備事業

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業シート （事業名） 博物館運営事業

（作成日）
00632000 文化財課（博物館） 太田　好治 平成 28 7 1

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者）



06 01 05 01 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類維持管理運営 施設管理運営（建物）

小項目 - 現状 人工 現状
施設の長寿命化と大規模改修を考えるとともに、来館者の安全と満足度が確保できる維持管理を目指していきます。

- 事業費 現状 人工 現状
本年度は、懸念であった正面玄関前広場の地盤沈下ならびに玄関の雨漏り等が改修工事により改善し、来館者の安全が確
保されました。

大項目 現状

以下の博物館と分館の建物、設備等の維持管理を行います。
・博物館維持管理事業
・市民ミュージアム浜北維持管理事業
・舞阪郷土資料館維持管理事業
・姫街道と銅鐸の歴史民俗資料館維持管理事業
・春野歴史民俗資料館維持管理事業
・水窪民俗資料館維持管理事業
・博物館関連施設維持管理事業（さくま郷土遺産保存館、水窪カモシカと森の体験館、龍山郷土文化保存伝習施
設）
・博物館施設整備事業

指標の達成度

計画通り
平成２７年度の利用状況及び業務の執行状況は次のとおりです。
博物館では正面玄関前広場改修工事、自動火災報知設備取替修繕工事、屋上笠木モルタル浮き補修工事、ガレージ雨樋
修繕工事、受付カウンター改修工事等を実施し、水窪民俗資料館ではトイレ及びポンプ修繕工事、煙感知器の取替修繕工
事、姫海道と銅鐸の歴史民俗資料館では外壁改修工事、玄関前舗装改修工事等を実施したことにより、市民の歴史学習を
支援する機能を維持できたものと考えます。

- 事業費

大項目 現状 小項目 -

太田　好治 平成 28 7
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
1

（作成日）
00632000 文化財課（博物館）



06 01 05 01 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

目標値

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H36

実績値

H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31

目標値

H31 H36年度 H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H30

総合戦略施策体系

目標値

H27 H28

6

重点戦略項目No

実績値

総合戦略施策体系

H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

公園整備件数　（件） -

6

年度

目標値 6 6

重点戦略項目No

6

実績値 9

年度 H27 H28 H30 H31 H36

非常勤 0.5 0.5

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 0.8 0.8
再任用(h31) 0.4 0.4
再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 8,440 8,440

一般財源 26,667 32,788

国・県支出
市債
その他

一般会計繰入金

26,667 32,788
決算 26,667

H27 H28

浜松市博物館条例 －S54 ― 一般会計 自治事務（その他）

事業費(千円)
予算

博物館は、蜆塚（遺跡）公園を、隣接する博物館と一体的に管理し、伊場遺跡公園とともに学び憩える歴史公園
としての機能を維持します。これにより、貴重な歴史的文化遺産の保護と活用を図ります。

・蜆塚公園及び伊場遺跡公園の、除草・樹枝剪定等の業務委託事務、公園用地の賃貸借契約事務など、維持管
理業務を行います。
・復元家屋ほかの屋外展示物や園路の補修工事など、遺跡公園の整備を行います。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

00632000 文化財課（博物館） 太田　好治 平成 28 7 1

事業シート （事業名） 遺跡公園運営事業



06 01 05 01 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性
/

・事業の分類

大分類 細分類維持管理運営 施設管理運営（その他）

拡大 人工 拡大
今後も、貴重な歴史的文化遺産である蜆塚公園及び伊場遺跡公園について、長寿命化に向けて、修繕整備と維持管理に努
めていきます。
また、ボランティアとの協働をはじめ、市民目線に立った公園づくり、魅力アップに努めていきます。

現状 人工 現状
公園内の補修や、高木の剪定により、公園の若返りを図るとともに、利用者が公園を安全かつ快適に使用できるように努め
ました。

大項目 改善 小項目 その他 事業費

大項目 現状 小項目 - - 事業費

・蜆塚公園及び伊場遺跡公園の除草・樹枝剪定等の業務委託事務、公園用地の賃貸借契約じむなど、維持管理
業務を行います。
・復元家屋ほか屋外展示物や園路の補修工事など、遺跡公園の整備を行います。

指標の達成度

進んでいる

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

00632000 文化財課（博物館） 太田　好治 平成 28 7 1

○蜆塚公園・伊場遺跡公園維持管理事業
　　蜆塚公園・伊場遺跡公園における、樹木等の管理及び伊場遺跡公園巡回清掃を委託として実施しました。
○遺跡公園整備事業
　　蜆塚公園整備として園路改修・高木剪定、旧高山家西側茅葺補修、貝層保存施設屋根塗装、伊場遺跡公園整備として復
元住居解体（２棟）、高床式倉庫屋根修繕、遮蔽林剪定、照明工事、説明看板書替を行いました。
   以上により、蜆塚公園ならびに伊場遺跡公園内にある建物・園路等が修繕され、来園者にとって浜松の歴史文化を学習で
き、親しみのある公園を維持できました。



06 01 05 01 03 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

年度 H27 H28 H30

目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31 H36

重点戦略項目No

市民協働産学連携による展示会の開催　（件） -

実績値 5

年度 H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

目標値 2 3 5

H31 H36

年度 H27 H28

90

総合戦略施策体系

H31 H36

目標値 90 90 90

H30

重点戦略項目No

特別展及びテーマ展の平均満足度　（％） -

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

実績値 44,824

H27 H28 H30 H31

目標値 43,000 43,000

特別展及びテーマ展における来館者数　（人） -

再任用(h31)

43,000

年度 H36

非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 2.7

再任用(h26) 0.2 0.2

人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 19,420 19,420

2.7

一般財源 9,633 13,290

11,894
国・県支出
市債
その他 2,261

一般会計繰入金

14,073 13,290
決算

－ ○

H27 H28

博物館法 ○S54 ― 一般会計 自治事務（その他）

事業費(千円)
予算

博物館は、常設展や特別展・テーマ展などの展示会で浜松市民が地域の歴史文化遺産について実際に目に触
れる機会を創出します。また、観光や学習等で浜松を訪れる人びとに、地域の個性ある歴史文化を紹介します。

常設展・テーマ展開催事業
・浜松市の歴史文化について通史的に常時紹介する常設展示を行います。
・常設展示を補完するため、展示内容を深く掘り下げ、魅力ある歴史文化遺産を紹介するテーマ展示を開催しま
す。

巡回展開催事業
・本館のテーマ展を分館等に巡回展示します。
・地域の独自文化と広域性を比較する巡回展を開催します。

特別展開催事業
・郷土の歴史文化遺産を全国の関連資料とともに紹介します。
・浜松が全国に誇る魅力ある歴史文化遺産を、市民の目に触れる機会をつくります。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

博物館展示会開催事業

（作成日）
00632000 文化財課 太田　好治 平成 28 7 1

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者）

事業シート （事業名）



06 01 05 01 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

ｏ

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

小項目 その他 現状 人工 現状
博物館・分館・市内の展示施設等において、それぞれの施設の置かれた地域の資料を取り入れた新しい展示企画を進めて
いきます。
また、博物館は諸機関・施設・団体等と連携して、市民協働による展示会を開催していきます。

事業費 現状 人工 現状
市民が関心を持つ展示会を開催しました。省庁・市内外の文化施設・大学等研究機関・学校教育機関等との相互協力や、コ
レクター・市民ボランティアの参加などにより、地域の歴史遺産の掘り起こしや、個性ある地域文化の発信の場を提供できま
した。

大項目 改善

常設展・テーマ展開催事業
・浜松市の歴史文化について通史的に常時紹介する常設展示を行います。
・常設展示を補完するため、展示内容を深く掘り下げ、魅力ある歴史文化遺産を紹介するテーマ展示を開催しま
す。

巡回展開催事業
・本館のテーマ展を分館等に巡回展示します。
・地域の独自文化と広域性を比較する巡回展を開催します。

特別展開催事業
・郷土の歴史文化遺産を全国の関連資料とともに紹介します。
・浜松が全国に誇る魅力ある歴史文化遺産を、市民の目に触れる機会をつくります。

指標の達成度

計画通り
平成２７年度の事業執行状況は次のとおりです。①テーマ展として「日清・日露戦争」「なつかしの市営バス」「浜松の縄文時
代」「ライラックの軌跡」「浜松と地震」、ものづくり展「浜松のイグサ栽培」,小展示「道具たちの百年」「天竜川大洪水の記憶」
「震災と文化財」などを開催しました。「浜松のイグサ栽培」では、市民と展示会の調査を行い、実際に展示を実施しました。
「ライラックの軌跡」では市民をはじめとするオートバイ所有者による展示を行い、市民協働型の展示会を実施しました。天竜
川大洪水展では国土交通省との共催で開催しました。②巡回展として「日清・日露戦争」「なつかしの市営バス」「天竜川大洪
水の記憶」などの本館開催の展示を分館で行ったり、「なつかしの駅弁掛紙」「伊豆石の蔵」など分館だけの展示を実施し、遠
方の市民のみなさんに観覧していただきました。③特別展は「徳川家康　天下取りへの道」を開催し、徳川家康公顕彰四百年
記念事業の一環として事業を盛り上げことができました。

事業費

大項目 改善 小項目 その他

太田　好治 平成 28 7
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
1

（作成日）
00632000 文化財課

維持管理運営 施設管理運営（建物）



06 01 05 01 04 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

年度 H27 H28 H30

目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31 H36

重点戦略項目No

学校への教材利用件数　（点） -

実績値 928

年度 H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

目標値 1,600 1,600 1,900

H31 H36

年度 H27 H28

368

総合戦略施策体系

H31 H36

目標値 1,000 1,000 1,300

H30

重点戦略項目No

博物館ボランティアの年間参加者数　（人） -

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

実績値 3

H27 H28 H30 H31

目標値 3 3

新たな体験メニューの開発　（件） -

再任用(h31)

５

年度 H36

非常勤 2.0 2.5

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 2.4

再任用(h26) 0.3 0.3

人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 23,180 24,580

2.4

一般財源 3,249 5,385

3,249
国・県支出
市債
その他

一般会計繰入金

3,476 5,385
決算

－ －

H27 H28

博物館法 －S54 ― 一般会計 自治事務（その他）

事業費(千円)
予算

博物館は、地域の歴史文化遺産を広く紹介し、市民の学習、研究の機会を広めるため、講座・講演会・学習会等
を開催して、市民協働参画のもと世代を越えた文化の継承を目指します。また、未来を引き継ぐ子供には、土日
や長期の休日に子供向けの講座・体験学習などの学習機会を提供します。

講座・体験館等開催事業
・地域の歴史文化に関する講座、講演会を開催します。
・児童生徒を対象にした体験事業、季節や年中行事に関連する体験事業を、ボランティア活動や市民協働により
開催します。
・ボランティア養成のための講座を開催します。
おでかけミュージアム開催事業
・学校移動博物館の開催と学校への教材貸出を行います。
・市内の民間施設での展示会（逸品まちかど陳列事業）や出前講座を、積極的に行います。
・地域の歴史文化遺産を守り育てる市民団体を支援し、博物館の事業への参画を呼びかけます。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

学習会開催等連携事業

（作成日）
00632000 文化財課 太田好治 平成 28 7 1

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者）

事業シート （事業名）



06 01 05 01 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

小項目 その他 拡大 人工 現状
市内各地域との連携を深めて博物館のアウトリーチ事業を積極的に行います。新しい団体や機関との協働や連携を視野に
入れて、様々な事業展開を考えます。博物館が近くに無い地域への展示公開事業の補完や、博物館の認知度を高めるた
め、アウトリーチ事業を広く展開していきます。また、事業の拡大に伴い地域で活動するボランティアや団体への支援を行い
ます。

事業費 現状 人工 現状
通常の展示会ではできない体験型の催しを開催して、市民の歴史文化への興味付けや、博物館観覧者と事業参加者のリ
ピーターの増加を計ります。

大項目 改善

講座・体験館等開催事業
・地域の歴史文化に関する講座、講演会を開催します。
・児童生徒を対象にした体験事業、季節や年中行事に関連する体験事業を、ボランティア活動や市民協働により
開催します。
・ボランティア養成のための講座を開催します。
おでかけミュージアム開催事業
・学校移動博物館の開催と学校への教材貸出を行います。
・市内の民間施設での展示会（逸品まちかど陳列事業）や出前講座を、積極的に行います。
・地域の歴史文化遺産を守り育てる市民団体を支援し、博物館の事業への参画を呼びかけます。

指標の達成度

計画通り
平成２７年度の事業執行状況は次のとおりです。①春休み体験館では「昔のおもちゃで遊ぼう」「勾玉づくり」等、昭和レトロな
博物館では「しじみ屋」「昭和のあそび」等、大昔サバイバルツアーでは「原始時代の生活体験」、夏休み体験館では「風鈴づ
くり」「縄文土器の文様づけ」「発掘体験」等を開催しました。また、古民家の旧高山家を利用して、昔の食事作りを体験しても
らいました。②旧高山家では、月１回ボランティア団体の協力で「かや葺屋根の下で聞く日本昔話」を開催し、常連の方をはじ
め多くの親子が参加しています。③学校移動博物館では市内各区の小学校を訪問し、博物館資料の展示と体験講座を実施
し、教材用の博物館資料の貸出を行いました。また、授業や校外学習で博物館を利用していただくため、教員向けの博物館
利用講座を開催しました。④平成２７年度の「博物館の逸品まちかど陳列事業」は産業展示館・ショッピングセンター・銀行・図
書館など開催し多くの方に博物館資料を見学していただきました。

事業費

大項目 改善 小項目 その他

太田好治 平成 28 7
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
1

（作成日）
00632000 文化財課

事業推進 市民活動



06 01 05 01 05 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

年度 H27 H28 H30

目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31 H36

重点戦略項目No

-

収蔵資料台帳の公開件数　（件） -

実績値 10,755

年度 H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

目標値 10,000 10,000 20,000

H31 H36

年度 H27 H28

69,840

総合戦略施策体系

H31 H36

目標値 100,000 100,000 100,000

H30

重点戦略項目No

収蔵資料台帳の整備件数　（件） -

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

実績値 6

H27 H28 H30 H31

目標値 10 10

新着資料の公開件数　（件） -

再任用(h31)

10

年度 H36

非常勤 1.0 2.0

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 1.4

再任用(h26) 0.5 0.5

人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 13,900 16,700

1.4

一般財源 6,883 4,855

6,883
国・県支出
市債
その他

一般会計繰入金

4,721 4,855
決算

H27 H28

－

事業費(千円)
予算

浜松の歴史文化遺産を広く調査収集し保存することが目的です。そしてこれらの歴史文化遺産により、過去の浜
松の営みを市民に紹介するとともに、現在の生活文化を将来の浜松市民に伝えてゆくことも博物館の使命です。

１．資料の調査収集事業
・考古、歴史、民俗、文献等、価値ある歴史文化資料を調査、購入、寄贈等により受け入れ、整理し保管します。
・新たな資料の情報が寄せられれば、調査しデータを収集します。
・収蔵資料と保管施設は、日常的に防虫防カビ、温湿度管理を行い、また定期的に燻蒸処理をして適切な保存環
境を維持します。また傷んだ資料は補修をし、特に貴重な資料はレプリカを制作するなどして、展示活用を図りま
す。
２．電子データ作成公開事業
・16万点に及ぶ博物館収蔵資料を、将来にわたって保存するとともに有効に活用し、市民の財産として広く公開し
ます。
・収蔵資料台帳を整備し、デジタル化を図り、画像データとともに博物館ホームページで公開します。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

博物館資料調査収集活用事業

（作成日）
00632000 文化財課 太田　好治 平成 28 7 1

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者）

事業シート （事業名）



06 01 05 01 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

小項目 その他 拡大 人工 拡大
本館と分館の収蔵資料を確実に後世に伝えるとともに、有効に活用するため、収蔵庫の確保、資料の分類・収納とデータ
ベース化を進めていきます。監査から収蔵資料のデータベース化とデジタル公開を早急にすすめること、質の高い画像及び
歴史的価値付けの充実を計るようにと指摘がされています。また、文化財ＩＰＭの知識・技能の普及にも努めます。

事業費 拡大 人工 現状
収蔵資料のデータベース化とデジタル公開を、よりスピーディーに、またより高品質なものにしていく必要があります。

大項目 改善

１．資料の調査収集事業
・考古、歴史、民俗、文献等、価値ある歴史文化資料を調査、購入、寄贈等により受け入れ、整理し保管します。
・新たな資料の情報が寄せられれば、調査しデータを収集します。
・収蔵資料と保管施設は、日常的に防虫防カビ、温湿度管理を行い、また定期的に燻蒸処理をして適切な保存環
境を維持します。また傷んだ資料は補修をし、特に貴重な資料はレプリカを制作するなどして、展示活用を図りま
す。
２．電子データ作成公開事業
・16万点に及ぶ博物館収蔵資料を、将来にわたって保存するとともに有効に活用し、市民の財産として広く公開し
ます。
・収蔵資料台帳を整備し、デジタル化を図り、画像データとともに博物館ホームページで公開します。

指標の達成度

計画通り
①浜松にゆかりのある豊臣秀吉朱印状を購入し、特別展にて公開し、その後常設展示している。テーマ展の展示資料として
浜松地域の古い絵葉書や日本神話双六など１５点を購入しました。
資料収集については、寄贈または購入により随時行っており、収集の目標は達成できました。
②収蔵資料台帳の整備とデジタル公開については現在、計画より時間がかかると予想されます。本館・分館の収蔵資料の全
てを整備するまで事業を継続する必要があります。

事業費

大項目 改善 小項目 その他

太田　好治 平成 28 7
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
1

（作成日）
00632000 文化財課

事業推進 調査・研究


